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尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
現
在
で
は
「
琳
派
」
の
絵
師

と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
光
琳
在
世
当
時
、「
琳
派
」
と
い
う
流

派
が
存
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。「
琳
派
（
尾
形
流
）」
を
代
表
す
る
絵
師
と
し
て
光
琳
を
位

置
づ
け
た
の
は
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
～
一
八
二
八
）
が
初
め
て
で
、
光
琳
が
没
し
て
お
よ
そ

百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
冬
に
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
を

版
行
し
た
抱
一
は
、
光
琳
百
年
忌
に
あ
た
る
同
十
二
年
六
月
に
改
訂
版
に
あ
た
る
『
尾
形
流
略

印
譜
』
一
冊
を
上
梓
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
抱
一
以
前
か
ら
諸
書
に
お
い
て
光
琳
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
前
稿
ま
で
、
抱
一
の
著
作
も
含
め
た
江
戸
時
代
の
文
献
を
通
し
て
窺
え

る
光
琳
に
対
す
る
認
識
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
変
遷
に
つ

い
て
た
ど
っ
て
き
た
。

　

特
に
前
稿
で
は
、
抱
一
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
描
き
出
し
た
「
尾
形
流
」
に
つ
い
て
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
文
化
十
二
年
版
の
内
容
を
増
補
し
て
中
野
其
明
が
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九

二
）
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
し
た
明
治
版
等
の
『
尾
形
流
略
印
譜
』
諸
本
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

は
じ
め
た
。
し
か
し
、
章
の
途
中
で
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
い
、
本
稿
で
検
討
を
続

け
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
一
〇
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
諸
本
（
続
）

　
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
諸
本
に
関
し
て
、
前
稿
で
論
じ
た
内
容
で
本
稿
に
関
わ
る
の
は
次
の

点
で
あ
る
。
現
在
、
版
本
（
冊
子
）
の
形
で
確
認
で
き
る
の
は
、
酒
井
抱
一
が
文
化
十
二
年
に

刊
行
し
た
本
（
文
化
十
二
年
版
）
と
明
治
版
で
あ
る
が
、
明
治
版
が
文
化
十
二
年
版
を
ど
の
よ

う
に
増
補
し
て
い
る
の
か
を
示
す
［
表
20
］
を
前
稿
に
掲
げ
た
。
そ
の
［
表
20
］
か
ら
も
窺
え

る
よ
う
に
、
全
二
六
丁
か
ら
な
る
明
治
版
の
内
容
は
、
本
文
第
一
八
丁
裏
に
あ
る
鈴
木
其
一

（
一
七
九
六
～
一
八
五
八
）
の
後
記
ま
で
と
そ
れ
以
降
に
大
き
く
分
か
れ
て
お
り
、
前
稿
で
は

（
250
）

其
一
の
弟
子
で
あ
る
中
野
其
明
（
一
八
三
四
～
九
二
）
が
増
補
し
た
第
一
九
丁
表
以
降
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

　
　（
三
）
其
一
増
補
本

　

す
で
に
玉
蟲
敏
子
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
十
二
年
版
や
明
治
版
以
外
に
、
一

部
異
な
る
内
容
を
備
え
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
存
在
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

明
治
版
の
本
文
第
一
八
丁
裏
に
「
先
生
之
書
躰
箸
者
撰
一
二
為
追
加
／
嘉
永
甲
寅
初
秋
／
菁
々

其
一
「
元
長
」（
朱
文
方
印
）」
と
い
う
鈴
木
其
一
に
よ
る
後
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
よ

り
前
の
部
分
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
七
月
以
前
に
増
補
改
訂
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
以
下
、
明
治
版
の
本
文
第
一
八
丁
裏
ま
で
を
其
一
増
補
本
と
呼
ぶ
）（
図
31
）。
前
稿
で
見
た

明
治
版
の
構
成
か
ら
も
其
一
増
補
本
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
だ
と
考
え
ら
れ
、
文
化
十
二
年

版
か
ら
ど
の
よ
う
に
増
補
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

明
治
版
を
文
化
十
二
年
版
と
対
照
さ
せ
た
［
表
20
］
を
見
て
い
く
と
、
前
稿
で
触
れ
た
「
光

琳
子
壽
市
郎
方
淑
」
に
関
す
る
部
分
以
外
で
は
、
文
化
十
二
年
版
に
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
絵

師
の
項
目
に
単
に
款
印
を
追
加
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
宗
達
、
順
定
、
宗
仙
、
光
琳
、
何

の
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
。
明
治
版
で
新
た
に
項
目
を
立
て
て
伝
記
と
印
章
を
載
せ
て
い
る
絵

師
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
冒
頭
に
置
か
れ
た
本
阿
弥
光
悦
で
あ
る
。「
本
阿
弥
光
悦
は

慶
長
年
間
の
人
以
書
海
内
に
鳴
る
画
又
一
風
を
為
す
宗
達
光
琳
の
祖
と
す
る
と
こ
ろ
な
り
尤
古

土
佐
の
風
に
よ
り
て
細
筆
の
哥
仙
な
と
世
に
残
决
あ
り
草
画
金
銀
に
て
繪
き
淡
彩
も
稀
に
有
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
内
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
「
宗
達
光
琳
の
祖
と
す
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
い

う
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
達
を
劈
頭
に
掲
げ
て
い
た
文
化
十
二
年
版
と
異
な
り
、
光
悦

を
こ
の
系
譜
の
始
祖
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
谷
文
晁

や
菅
原
洞
斎
ら
と
交
友
が
あ
り
、
洞
斎
が
主
催
し
た
古
書
画
展
観
会
に
も
参
加
し
て
い
た
檜
山

坦
斎
が
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
刊
行
し
た
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
巻
五
に
俵
屋
宗
達
の
項
を

立
て
、「
所
レ

画ク
最
似リ二

光
悦ニ一

其ノ
師
受ノ
先
後
未タレ

得
レ

詳ナ
ル
ヲ矣
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
坦
斎
が
こ
の
項

目
を
記
し
た
段
階
で
は
ま
だ
曖
昧
で
あ
っ
た
宗
達
と
光
悦
の
関
係
に
つ
い
て
、
根
拠
は
不
明
な

（
251
）

（
252
）

江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
イ
メ
ー
ジの
変
遷
に
つ
い
て
（
下
　
七
）　
　
酒
井
抱
一
〈
六
〉　

安
田 

篤
生　
美
術
教
育
講
座
（
美
術
史
）
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が
ら
、
光
悦
の
方
が
先
行
す
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
第
一
五
丁

表
か
ら
第
一
六
丁
裏
に
か
け
て
は
、
絵
師
名
を
項
目
に
示
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
文
化
十
二

年
版
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
永
田
友
治
、
始
房
、
伊
豊
、
友
禅
、
破
笠
、
藤
原
古
致
の
款

印
を
載
せ
、
伊
豊
に
は
簡
単
な
説
明
も
付
け
て
い
る
。
そ
の
他
、
伝
記
の
内
容
な
ど
を
改
訂
し

て
い
る
の
が
始
興
と
芦
舟
で
、
始
興
の
場
合
、
文
化
十
二
年
版
で
は
「
渡
邊
求
馬
近
衛
殿
下
の

家
士
な
り
と
言
ふ
光
琳
の
遺
風
を
し
た
ひ
し
か
も
不
劣
も
の
有
又
不
出
来
も
有
も
の
な
り
」
と

し
て
い
た
の
を
「
渡
邊
求
馬
近
衛
豫
樂
院
家
煕
公
の
家
士
也
光
琳
門
人
に
て
尤
其
風
を
得
た
り

末
葉
は
加
茂
社
家
に
有
と
言
ふ
」
に
変
え
、
伝
記
に
関
す
る
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
芦
舟
の
場
合
、
文
化
十
二
年
版
で
は
「
蘆
々
子　

光
琳
の
画
に
よ
く
似
た
り
」
と
絵
師
名

自
体
誤
っ
て
い
た
の
を
「
芦
舟　

光
琳
遺
風
何
人
か
し
ら
す
」
と
正
し
く
改
訂
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
其
一
増
補
本
と
呼
ん
で
き
た
が
、
文
化
十
二
年
版
か
ら
の
増
補
改
訂

を
誰
が
手
が
け
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
其
一
も
光
琳
画
の
鑑

定
を
手
が
け
て
お
り
、
そ
こ
で
得
た
款
印
等
の
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
文
化
十
二
年
版
を
刊
行
し
て
以
降
も
文
政
十
一
年
に
没
す
る
ま
で
は
抱
一
の
下
に
こ

そ
光
琳
を
は
じ
め
こ
の
系
譜
に
関
連
す
る
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
宗
達
に

替
え
て
光
悦
を
こ
の
系
譜
の
祖
と
す
る
よ
う
な
大
き
な
改
訂
は
抱
一
で
な
け
れ
ば
不
可
能
だ
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
抱
一
が
文
政
九
年
に
上
梓
し
た
『
光
琳
百
図
』
後
編
の
自
跋
に
お

い
て
光
琳
の
こ
と
を
「
緒
方
先
生
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
其
一
の
後
記
に
「
先
生
之
書

躰
箸
者
撰
一
二
為
追
加
」
と
あ
る
「
先
生
」
を
光
琳
と
解
し
、
文
字
通
り
理
解
す
る
な
ら
、
第

一
七
丁
裏
と
第
一
八
丁
表
に
収
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
の
款
印
の
み
を
其
一
が
補
っ
た
こ
と
に
な

る
。
一
方
、
抱
一
が
没
し
て
か
ら
後
記
が
書
か
れ
る
ま
で
に
二
十
五
年
以
上
あ
り
、
そ
の
間
に

其
一
が
そ
れ
以
外
の
増
補
改
訂
作
業
を
何
も
し
な
か
っ
た
の
か
と
の
疑
問
も
拭
い
き
れ
な
い
。

文
化
十
二
年
版
か
ら
の
増
補
改
訂
を
誰
が
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
に
『
古
画
備
考
』
引

用
本
に
つ
い
て
の
検
討
も
踏
ま
え
て
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
た
、
其
一
増
補
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
か
、
現
時
点
で
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
こ
れ
ま
で

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
国
書
総
目
録
』
に
「
嘉
永
七
版
―
旧
京
城
大
」
と
あ
る
も
の

の
、
当
該
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、『
光
琳

百
図
』
前
・
後
編
の
版
木
が
焼
失
し
た
後
に
復
刻
し
て
出
版
し
た
の
が
其
一
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
、
本
稿
の
検
討
か
ら
も
其
一
が
文
化
十
二
年
版
を
増
補
改
訂
し
た
『
尾
形
流
略
印

譜
』
の
原
稿
を
ま
と
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
　（
四
）『
古
画
備
考
』
引
用
本

　

朝
岡
興
禎
が
編
集
し
た
『
古
画
備
考
』（
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
原
本
）
三
十

（
253
）

（
254
）

五
・
光
悦
流
の
各
所
に
、「
光
琳
印
譜
」
と
し
て
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
興
禎
が
『
古
画
備
考
』
の
当
該
部
分
を
起
筆
し
た
の
は
嘉
永
四

年
六
月
十
日
で
あ
る
が
、
玉
蟲
氏
は
、
其
一
が
後
記
を
記
し
た
嘉
永
七
年
七
月
に
先
行
し
て
執

筆
が
始
め
ら
れ
た
こ
の
巻
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
光
琳
印
譜
」
の
内
容
が
文
化
十
二
年
版
と

異
な
る
こ
と
か
ら
、
其
一
増
補
本
に
先
立
つ
『
古
画
備
考
』
引
用
本
の
存
在
を
想
定
さ
れ
て
い

る
。

　
『
古
画
備
考
』
三
十
五
・
光
悦
流
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
光
琳
印
譜
」（
以
下
、『
古
画
備
考
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
光
琳
印
譜
」（『
尾
形
流
略
印
譜
』）
を
『
古
画
備
考
』
引
用
本
と
呼
ぶ
）

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
明
治
版
（
第
一
八
丁
裏
ま
で
は
其
一
増
補
本
）
と
対
照
さ
せ
た

［
表
21
］
を
作
成
し
、
本
文
末
尾
に
掲
げ
た
。
文
化
十
二
年
版
で
は
な
く
明
治
版
と
対
照
さ
せ
た

の
は
、
玉
蟲
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
古
画
備
考
』
に
は
其
一
増
補
本
で
追
加
さ
れ

た
宗
達
等
の
款
印
や
文
化
十
二
年
版
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
光
悦
や
友
禅
、
破
笠
、
伊
豊
、

始
房
、
永
田
友
治
、
藤
原
古
致
の
項
目
を
立
て
て
明
治
版
と
一
致
す
る
款
印
を
載
せ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
前
稿
に
お
い
て
明
治
版
の
第
一
八
丁
裏
に
あ
る
其
一
後
記
よ
り
後
の
部
分

は
其
明
が
増
補
し
た
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
古
画
備
考
』
の
本
阿
弥
光
甫
や
抱
一
、
鴬
蒲
の

項
目
に
は
「
光
琳
印
譜
」
か
ら
の
引
用
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、［
表
21
］
に
示
し
た

よ
う
に
、
明
治
版
の
第
一
九
丁
表
以
降
に
増
補
さ
れ
た
光
悦
や
光
琳
、
乾
山
、
立
圃
、
始
興
、

宗
理
の
款
印
は
『
古
画
備
考
』
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
古
画
備
考
』

引
用
本
が
明
治
版
の
第
一
八
丁
以
前
、
す
な
わ
ち
其
一
増
補
本
に
極
め
て
近
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
、『
古
画
備
考
』
引
用
本
に
記
さ
れ
て
い
る
絵
師
の
略
伝
の
ほ
と
ん
ど
が
、
内

容
の
み
な
ら
ず
用
字
や
書
風
に
至
る
ま
で
其
一
増
補
本
と
極
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
さ

れ
る
。
例
え
ば
、『
古
画
備
考
』
引
用
本
の
光
悦
の
項
（
図
32
）
を
其
一
増
補
本
と
比
較
す
れ

ば
そ
の
近
似
性
は
明
ら
か
で
、
一
方
が
他
方
を
臨
模
し
た
か
共
通
の
祖
本
を
臨
写
し
た
と
考
え

る
ほ
か
な
い
。
ま
た
、
こ
の
光
悦
の
項
は
其
一
増
補
本
で
追
加
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
書
風

を
抱
一
の
手
に
な
る
と
み
ら
れ
る
宗
達
な
ど
文
化
十
二
年
版
か
ら
あ
る
項
目
と
比
較
し
て
み
る

と
、
一
定
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
書
」
や
「
為
」
な
ど
は
其
一
後
記

と
も
近
似
し
て
お
り
、
印
刷
さ
れ
た
明
治
版
や
筆
写
さ
れ
た
『
古
画
備
考
』
か
ら
光
悦
の
部
分

を
書
い
た
の
が
抱
一
で
あ
る
の
か
其
一
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

一
方
、［
表
21
］
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
古
画
備
考
』
引
用
本
が
其
一
増
補
本
と
完
全
に

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
項
目
の
立
て
方
か
ら
見
て
い
く
と
、『
古
画
備
考
』

で
は
其
一
増
補
本
に
は
な
い
野
々
村
是
真
の
項
目
を
立
て
、
其
一
増
補
本
で
は
絵
師
名
を
記
す

こ
と
な
く
宗
仙
の
下
に
収
録
さ
れ
て
い
た
款
印
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
や
や
複
雑
な
の
が
順

（
255
）

（
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）



三

― 9 ―

安田 篤生

定
の
場
合
で
、
本
文
に
は
其
一
増
補
本
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
其
一
増
補
本
で
は
別
人
と
さ

れ
て
い
た
宗
仙
の
略
伝
と
款
印
を
載
せ
た
付
箋
を
添
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
項
目
名
に
「
順

定
号
宗
仙
」
と
し
、
宗
仙
を
載
せ
る
付
箋
に
も
「
順
定
ノ
コ
ト
歟
」
と
記
す
よ
う
に
、
順
定
と

宗
仙
を
別
人
と
見
な
す
『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
異
な
り
、『
古
画
備
考
』
で
は
谷
文
晁
編
『
本

朝
画
纂
』
と
同
じ
く
両
者
を
同
一
人
物
と
す
る
立
場
か
ら
き
て
い
る
。「
光
琳
印
譜
」
と
異
な

る
こ
と
を
明
示
し
て
こ
の
立
場
を
と
っ
た
の
は
、
興
禎
の
判
断
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
複
雑
な

の
が
、
方
淑
と
光
是
の
場
合
で
あ
る
。
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
其
一
増
補
本
で
は
、「
光

琳
子
壽
市
郎
方
淑
」
と
正
確
に
記
し
な
が
ら
何
故
か
款
印
に
は
「
光
琳
孫
以
十
画
」「
光
是
之

印
」（
朱
文
方
印
）
を
載
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
『
古
画
備
考
』
で
は
項
目
を
分
け
、
方

淑
に
つ
い
て
は
「
光
琳
男
壽
一
郎
」
と
「
光
琳
子
壽
市
郎
」
を
併
記
し
、
其
一
増
補
本
が
光
琳

の
使
用
印
か
ら
削
除
し
た
「
方
□
〔
淑
〕」（
朱
文
方
印
）
を
載
せ
て
い
る
。
次
い
で
光
是
の
項

目
を
立
て
、「
光
琳
孫
以
十
」
と
記
し
て
其
一
増
補
本
で
は
方
淑
の
款
印
と
し
て
い
た
「
光
琳

孫
以
十
画
」「
光
是
之
印
」（
朱
文
方
印
）
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
順
定
の
場
合
は
、
順
定

の
と
こ
ろ
に
「
光
琳
印
譜
宗
達
ノ
次
ニ
出
」、
宗
仙
の
と
こ
ろ
で
も
「
順
定
ノ
コ
ト
歟
／
光
琳

印
譜
別
ニ
出
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
照
し
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
自
体
は
其
一
増
補

本
と
同
じ
内
容
で
あ
り
、
興
禎
の
判
断
で
順
定
と
宗
仙
を
同
一
人
物
だ
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
方
淑
と
光
是
の
場
合
、
方
淑
に
つ
い
て
「
壽
一
郎
」
と
誤
記
し
た
理

由
も
不
明
だ
が
、
文
化
十
二
年
版
に
は
あ
る
が
其
一
増
補
本
に
な
い
「
方
□
〔
淑
〕」（
朱
文
方

印
）
を
載
せ
て
お
り
、「
光
琳
孫
以
十
画
」「
光
是
之
印
」（
朱
文
方
印
）
の
款
印
を
光
是
（
以

十
）
の
も
の
と
す
る
点
も
其
一
増
補
本
と
異
な
り
文
化
十
二
年
版
に
近
い
。
朝
岡
興
禎
が
其
一

増
補
本
と
文
化
十
二
年
版
の
双
方
を
参
照
し
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
其
一
増
補

本
が
現
在
の
形
に
な
る
前
段
階
の
も
の
、
あ
る
い
は
其
一
増
補
本
を
基
本
と
し
つ
つ
他
の
何
者

か
が
改
訂
し
た
別
本
を
参
照
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
記
載
内
容

と
も
考
え
合
わ
せ
、
後
に
考
察
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

先
に
『
古
画
備
考
』
引
用
本
の
略
伝
が
其
一
増
補
本
と
極
似
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
い

く
つ
か
例
外
が
あ
る
。
ま
ず
、
長
洲
の
場
合
、
印
章
は
「
光
印
」（「
光
琳
印
譜
」）
か
ら
の
引

用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
文
化
十
二
年
版
や
其
一
増
補
本
と
一
致
す
る
も
の
を
載
せ
る
。
し
か

し
、「
浪
華
の
人
光
琳
の
遺
風
を
學
ふ
安
永
天
明
の
こ
ろ
の
人
な
り
」
と
い
う
伝
記
を
そ
の
ま

ま
転
載
す
る
こ
と
は
せ
ず
、「
大
坂
人
安
永
天
明
比
人
」
と
や
や
簡
略
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
古
画
備
考
』
は
芦
舟
を
長
沢
芦
洲
と
誤
解
し
て
「
按
応
挙
弟
子
蘆

雪
嗣
也
上
人
誤
テ
印
譜
ニ
入
ト
云
」
と
し
て
お
り
、「
光
琳
遺
風
何
人
か
し
ら
す
」
と
い
う

『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
た
原
因
は
不
明
で
あ

る
が
、「
印
譜
ニ
入
ト
云
」
と
い
う
言
い
回
し
か
ら
興
禎
自
身
の
判
断
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。

（
257
）

　
［
表
21
］
に
示
し
た
『
古
画
備
考
』
引
用
本
と
其
一
増
補
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
款
印
の
異

同
に
つ
い
て
も
う
少
し
み
て
い
く
と
、
明
治
版
第
一
七
丁
表
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
抱
一
の
識
語

よ
り
前
に
収
録
さ
れ
て
い
る
款
印
の
ほ
と
ん
ど
が
『
古
画
備
考
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
光
琳
の
使
用
印
と
し
て
文
化
十
二
年
版
に
も
載
る
「
□

琳
」（
朱
文
方
印
）
と
其
一
増
補
本
で
追
加
さ
れ
た
「
鶴
岡
逸
子
何

」
の
款
記
は
引
用
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
興
禎
が
「
光
琳
印
譜
」
に
所
載
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
な
が
ら
収
録
す

る
の
を
見
合
わ
せ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
二
点
以
外
を
す
べ
て
転
載
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
不
注
意
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

款
印
に
つ
い
て
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
版
第
一
七
丁
裏
と
第
一
八
丁
表
に
収
録
さ
れ

て
い
る
光
琳
の
款
記
三
点
が
『
古
画
備
考
』
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
其
一
が
後
記

を
認
め
た
の
が
興
禎
が
『
古
画
備
考
』
の
当
該
部
分
を
起
筆
し
た
後
の
事
で
あ
る
の
で
、
其
一

が
光
琳
の
款
記
三
点
を
補
っ
た
の
は
そ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
こ
で
三
点
の

光
琳
の
款
記
が
『
古
画
備
考
』
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
を
促
し
た
の
は
、
其
一
増

補
本
が
成
稿
す
る
以
前
に
同
様
の
内
容
を
備
え
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
刊
行
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
相
見
香
雨
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
雨
華
庵
伝
来
と
さ
れ
る
一
本

で
、「
薄
い
雁
皮
紙
十
八
枚
の
版
本
で
、
表
紙
は
水
色
の
紙
へ
雲
母
で
菖
蒲
の
や
う
な
も
の
が

印
刷
さ
れ
て
」
お
り
、「
明
治
二
十
五
年
に
中
野
其
明
が
増
補
し
て
春
陽
堂
か
ら
出
し
た
本
の

前
半
十
八
枚
の
処
と
同
様
で
、
之
に
は
光
悦
そ
の
他
の
増
加
が
あ
る
か
ら
印
数
合
計
九
十
五
顆

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
版
の
其
一
後
記
は
第
一
八
丁
裏
に
あ
り
、
谷
文
晁
の
序
一
丁
を

含
め
る
と
全
十
九
丁
に
な
り
、
丁
数
が
合
わ
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
第
一
七
丁
表
に
あ
る
抱
一

の
識
語
の
裏
が
白
紙
で
、
そ
こ
ま
で
で
完
本
で
あ
っ
た
と
す
る
と
全
一
八
丁
に
な
り
、
収
録
さ

れ
て
い
る
印
章
も
九
十
五
顆
で
相
見
氏
が
記
さ
れ
る
内
容
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
本
が
存
在
し
た
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
相
見
氏
所
蔵
本
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
現
在
、
仮
定
の
話
に
と
ど
ま
る
。

　

こ
こ
ま
で
『
尾
形
流
略
印
譜
』
諸
本
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
判
断
を
保
留
し
て
き
た

二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、『
古
画
備
考
』
引
用
本
と
其

一
増
補
本
の
関
係
に
つ
い
て
で
、
別
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
『
古
画
備
考
』
の
編
者
で
あ
る
朝

岡
興
禎
は
ど
の
よ
う
な
「
光
琳
印
譜
」（『
尾
形
流
略
印
譜
』）
を
参
照
し
た
の
か
に
つ
い
て
で

あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、『
古
画
備
考
』
引
用
本
の
随
所
に
「
坦
書
入
」
と
い
う
注
記

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
興
禎
は
檜
山
坦
斎
が
メ
モ
を
書
き
入
れ
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
使
用
し

て
い
た
ら
し
い
と
の
見
解
を
玉
蟲
敏
子
氏
が
示
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、『
古
画
備
考
』
の
該
当

部
分
に
し
ば
し
ば
坦
斎
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
光
琳
印
譜
」
か
ら
の
引
用
部
分
に
限
定

し
た
［
表
21
］
の
範
囲
内
で
も
、
第
二
〇
丁
表
に
其
一
増
補
本
に
も
載
る
「
光
琳
」（
朱
文
円

（
258
）

（
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）
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四

印
）
を
掲
載
し
、
そ
の
傍
ら
に
「
坦
書
入
長
一
寸
五
分　

梅
画
横
絹
／
文
字
ハ
コ
レ
ト
同
ク
一

寸
六
分
ノ
印
ア
リ
琳
ノ
下
ヒ
ロ
シ
輪
太
シ
切
タ
ル
所
ナ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、「
光
琳

印
譜
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
の
か
不
分
明
だ
っ
た
の
で
［
表
21
］
に
は
載
せ
な
か
っ
た
が
、

「
光
琳
印
譜
」
に
所
載
さ
れ
る
光
琳
の
款
印
を
列
挙
し
た
末
尾
に
、
其
一
増
補
本
に
な
い
「
□

□
」（
朱
文
方
印
）
を
加
え
「
坦
書
入
／
光
琳
な
り
」
と
注
記
し
て
い
る
。
宗
雪
や
何

に
も

同
様
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
興
禎
が
参
照
し
た
の
が
坦
斎
の
書
き
入
れ
の
あ
る
『
尾
形

流
略
印
譜
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
で
は
、
坦
斎
が
書
き
入
れ
を
し
た
『
尾
形
流
略

印
譜
』
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
備
え
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
今
回
の
検
討

の
結
果
か
ら
、
其
一
増
補
本
か
ら
第
一
七
丁
裏
と
第
一
八
丁
表
に
増
補
さ
れ
た
光
琳
の
款
印
を

除
い
た
も
の
、
す
な
わ
ち
先
に
仮
定
し
た
相
見
香
雨
氏
旧
蔵
本
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
光
悦
の
項
も
其
一
増
補
本
と
書
風
も
含
め
て
同
じ
内
容
を
備
え
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
坦
斎
独
自
の
見
解
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。
先
に
芦
舟
を
長
沢
芦
洲
と
誤
解
し
た
の
は
興
禎
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
が
、「
上
人

誤
テ
印
譜
ニ
入
ト
云
」
と
抱
一
の
こ
と
を
「
上
人
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
坦
斎
の
見
解

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
方
淑
と
光
是
の
項
目
の
立
て
方
と
記
載
内
容
も
其
一
増
補

本
と
異
な
っ
て
い
た
が
、
と
も
に
「
光
琳
印
譜
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
の
で
、

坦
斎
書
入
本
の
段
階
で
そ
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
其
一
増
補
本
の
増
補
改
訂
を
誰
が
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
没
す
る
ま
で
は
抱
一
が
文
化
十
二
年
版
に
改
訂
を
加
え
、
そ
の

後
を
其
一
が
引
き
継
い
だ
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
其
一
増
補
本
の
光
悦
の

部
分
を
他
と
比
較
し
て
も
書
風
か
ら
二
人
の
ど
ち
ら
の
手
に
な
る
の
か
決
定
で
き
な
か
っ
た
よ

う
に
、
文
化
十
二
年
版
以
降
に
増
補
改
訂
さ
れ
た
部
分
の
ど
こ
が
抱
一
に
よ
り
、
ま
た
其
一
に

よ
る
の
か
、
判
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
状
況
を
勘
案
し
て
、
光
悦
を
追
加
し
て
こ
の
系

譜
の
祖
と
す
る
大
き
な
改
変
を
行
っ
た
の
は
抱
一
で
あ
る
と
考
え
た
と
し
て
も
、
独
自
の
見
解

で
あ
る
と
断
定
す
る
の
も
難
し
い
。
と
い
う
の
も
、『
古
画
備
考
』
三
十
五
・
光
悦
流
の
成
立

に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
檜
山
坦
斎
が
文
政
二
年
に
刊
行
し
た
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
の
宗
達
の
項

で
光
悦
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
だ
が
、
同
書
に
は
光

悦
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
書
に
秀
で
て
絵
画
で
は
歌
仙
絵
が
知
ら
れ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
其
一
増
補
本
の
光
悦
の
項
と
そ
の
点
で
は
共
通
し
て
お
り
、
文
化
十
二
年

版
か
ら
の
増
補
に
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
ま
で
生
存
し
て
い
た
坦
斎
が
関
与
し
て
い
た
可

能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
文
化
十
二
年
版
か
ら
の
改
訂
作
業
を
誰
が
行
っ

た
の
か
に
つ
い
て
は
、
状
況
か
ら
抱
一
が
中
心
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
で
き
る
も
の

の
、
な
お
明
確
に
し
が
た
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
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）

　
　
一
一
、『
尾
形
流
略
印
譜
』（
文
化
十
二
年
版
）
以
降

　
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
関
す
る
検
証
に
紙
幅
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
略
印
譜
に
つ
い
て
残

さ
れ
た
問
題
は
そ
の
影
響
の
大
き
さ
も
含
め
て
後
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
文
化
十
二
年
に
略

印
譜
が
上
梓
さ
れ
て
以
降
に
示
さ
れ
た
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　（
一
）『
光
琳
漫
画
』

　
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
刊
行
さ
れ
た
二
年
後
の
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）、
江
戸
の
書
肆
・

竹
川
藤
兵
衛
、
英
屋
平
吉
、
角
丸
屋
甚
助
か
ら
『
光
琳
漫
画
』
一
冊
が
出
版
さ
れ
た
。
内
容

は
、
何

に
つ
い
て
検
討
し
た
際
に
触
れ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
光
琳
模
様
を
集
録
し
た
も
の

で
、
光
琳
模
様
全
体
を
俯
瞰
す
る
中
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
主
旨
と

は
や
や
離
れ
る
の
で
、
内
容
に
関
す
る
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
が
、
序
に
は
光
琳
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

尾を
が
た形

光く
わ
う

琳り
ん

は
京け
い

師し

の
人ひ
と

な
り
、
狩か

野の
ゝ

安や
す

信の
ぶ

を
師し

と
し
事つ
か
へ

て
頗す
こ
ぶ

る
つ
と
め
た
り
、
し
か
れ

ど
も
伊い

年ね
ん

宗さ
う

達た
つ

が
風ふ
う

在あ
つ

て
、
自
お
の
づ
から

一い
つ

家か

を
な
し
て
、
雷ら
い

名め
い

今こ
ん

古こ

に
高た
か

し
、
名な

を
寂せ
き

明め
い

と

い
ひ
、
又
方ほ
う

祝し
ゆ
くと

い
ふ
、
青せ
い

々〳
〵

堂だ
う

長ち
や
う

江こ
う

軒け
ん

の
号が
う

あ
り
、
兼か
ね

て
茶さ

事じ

に
通つ
う

じ
小こ

細ざ
い

工く

を
善よ
く

す
、
枯こ

木ぼ
く

石せ
き

を
以も
つ

て
仮か

山さ
ん

水す
い

を
作つ
く

る
に
妙め
う

な
り
、
今い
ま

鉢は
ち

山や
ま

と
唱と
な
ふる
も
の
即す
な
ハち
其そ
の

余よ

風ふ
う

な
り

爰こ
ゝ

に
書し
ょ

肆し

光く
わ
う

琳り
ん

漫ま
ん

画ぐ
わ

と
な
づ
く
る
は
、
是こ
れ

其そ
の

漆し
つ

器き

蒔ま
き

絵ゑ

な
ど
に
用も
ち

ひ
し
處と
こ
ろ

の
翁を
う

が
圖づ

ど

り
の
手し
ゆ

澤た
く

な
り
、
好か
う

事ず

某
そ
れ
が
し

深ふ
か

く
秘ひ
め

置お
き

し
を
乞こ
ひ

得え

て
梓あ
づ
さに

の
ぼ
せ
、
同ど
う

志し

の
人ひ
と

に
示し
め

す
と

い
ふ
も
、
是こ
れ

亦ま
た

家か

業け
う

を
つ
と
め
た
り
と
い
ふ
べ
し
や
、　 

江
戸　

花
笠
外
史

　

花
笠
外
史
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
光
琳
に
関
す
る
指
摘
は
「
尾
形
氏
名
ハ
寂
明
青
々
堂
、

長
江
軒
ノ
号
ア
リ
、
京
師
ノ
人
、
画
ヲ
狩
野
安
信
ニ
学
テ
、
一
家
ヲ
ナ
ス
、
又
漆
器
ヲ
作
、
描

金
ヲ
ヨ
ク
ス
、
兼
テ
茶
事
ヲ
好
ミ
、
假
山
水
ヲ
作
ル
、
ス
ベ
テ
其
為
所
天
機
ニ
觸
発
シ
テ
、

舊
套
ヲ
脱
シ
テ
益
竒
也
、」
と
い
う
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
記
載
と
一
致
す
る
部
分
が
多

い
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
出
版
さ
れ
た
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
も
し
ば
し
ば
言
及
し
て
き
て
お
り
、
別
に
論
じ
た
こ
と
も
あ
る
。
同
書
は
初
版
刊
行
後
も
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）、
文
化
六
年
、
同
十
一
年
と
版
を
重
ね
て
お
り
、
文
政
四
年
（
一
八
二

一
）
と
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
は
増
補
版
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
小
型
書
画
人
名
辞
典
の
中
で
最
も
広
く
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
光

琳
に
つ
い
て
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
異
な
る
の
は
、「
方
祝
」
の
名
を
加
え
て
い
る
点

と
、「
し
か
れ
ど
も
伊
年
宗
達
が
風
在
て
」
と
光
琳
が
狩
野
派
に
学
び
つ
つ
も
宗
達
の
画
風
を

（
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（
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（
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（
264
）（
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安田 篤生

五

取
り
入
れ
て
い
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
二
つ
の
相
違
点
の
内
、
特
に
後
者
が
重
要
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
で
は
、
そ
の
典
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
抱
一
は
文
化
十

年
冬
に
版
行
し
た
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
も
文
化
十
二
年
版
で
も
、
光
琳
に
つ
い

て
「
時
を
隔
て
宗
達
の
風
を
慕
（
ふ
）」
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の

記
載
内
容
は
一
致
せ
ず
、
略
印
譜
を
見
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
略
印
譜
に
先
だ
っ
て
延

享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
出
版
さ
れ
た
『
茶
人
花
押
藪
』
に
も
、
光
琳
に
つ
い
て
「
天
性
好
レ

畫ヲ
學フ二

法ヲ
於
養
朴
齋
常
信ニ一

又
慕フ二

土
佐
家
及ヒ
宗
達カ
筆
意ヲ一

頗ル
出ル二

新
意ヲ一

」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、

宗
達
の
筆
意
を
慕
っ
た
と
い
う
箇
所
以
外
は
相
違
し
て
お
り
、
こ
の
書
に
よ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
な
い
。『
光
琳
漫
画
』
の
末
尾
に
「
法
橋
光
琳
造
／
先
師
之
秘
本
也
／
可
珍
可
寶　

何

」

と
、
光
琳
が
宗
達
の
扇
面
画
を
写
し
た
「
畫
本
」
を
乾
山
か
ら
継
承
し
た
何

の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
乾
山
か

ら
「
畫
本
」
を
譲
り
受
け
た
何

が
『
光
琳
漫
画
』
刊
行
時
点
に
生
存
し
て
い
た
と
は
考
え
に

く
く
、
そ
の
元
に
あ
っ
た
と
い
う
伝
本
が
本
書
の
成
立
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も

判
然
と
し
な
い
。
従
っ
て
、「
し
か
れ
ど
も
伊
年
宗
達
が
風
在
て
」
と
い
う
序
文
の
記
載
内
容

が
い
か
な
る
典
拠
に
基
づ
く
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
　（
二
）『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』

　

文
化
十
五
年
に
は
、
河
津
山
白
の
編
纂
し
た
草
稿
を
二
木
肇
美
が
補
訂
し
た
と
い
う
『
本
朝

古
今
書
画
便
覧
』
横
小
本
一
冊
が
江
戸
、
大
坂
、
京
都
の
書
肆
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
二
木

肇
美
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
河
津
山
白
に
つ
い
て
は
『
続
茶
人
花
押
藪
』
の
編
者
と
し
て
既

に
言
及
し
た
よ
う
に
、
京
都
で
生
ま
れ
文
化
元
年
頃
江
戸
に
出
て
翌
年
十
月
に
没
し
て
い
る
。

い
ろ
は
順
に
書
画
に
名
の
あ
る
人
々
の
名
号
や
略
伝
を
収
め
る
同
書
を
繙
く
と
、
古
筆
了
意
の

門
人
で
書
画
の
鑑
定
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
山
白
の
草
稿
に
含
ま
れ
て
い
た
の
か
肇
美
が
補
訂

し
た
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
宗
達
と
光
琳
、
乾
山
、
始
興
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

�

宗
達タ
ツ

〈
野
村
氏
名
ハ
以
悦
号
ハ
伊
年
又
劉
青
軒
元
能
州
ノ
産
加
賀
ニ
住
シ
後
京
師
豊
宗
寺

ニ
居
ス
法
橋
ニ
叙
ス
画
法
一
家
ヲ
成
ス
世
ニ
宗
達
流
ト
称
ス
〉

　
　

�

々
々
〈
喜
多
川
氏
通
名
俵
屋
ー
ー
京
師
ノ
人
後
泉
州
堺
ニ
住
ス
画
法
一
家
〉〔
40
ウ
〕

　
　

�

光
ク
ワ
ウ

琳リ
ン

〈
緒
方
宗
謙
ノ
季
子
名
ハ
方
祝
通
称
雁
金
屋
藤
重
郎
江
戸
ニ
住
ス
一
名
道
崇
又
寂
明

澗
声
伊
亮
等
ノ
數
号
有
享
保
元
年
四
月
六
日
ニ
没
ス
五
十
二
歳
画
ヲ
狩
野
常
信
ニ
学
ヒ
土

佐
家
ヲ
慕
フ
テ
新
意
ヲ
出
ス
法
橋
ニ
叙
ス
又
漆
器
ヲ
作
リ
描
金
ヲ
善
シ
茶
事
ヲ
好
ミ
假
山

（
266
）

（
267
）

（
268
）

ヲ
造
ル
風
流
ノ
人
ナ
リ
〉〔
51
オ
・
ウ
〕

　
　

�

乾ケ
ン

山サ
ン

〈
緒
方
宗
謙
ノ
仲
子
名
ハ
深
省
通
名
新
三
郎
初
メ
京
師
ニ
住
ス
後
双
岡
住
ス
其
時
号

シ
テ
尚
古
又
習
静
堂
ト
モ
紫
翠
霊
海
陶
隱
等
ノ
号
ア
ル
晩
年
江
戸
ニ
住
シ
寛
保
三
年
六
月

二
日
ニ
没
ス
八
十
三
歳
嘗
テ
廣
沢
長
好
ニ
因
テ
和
歌
ヲ
学
ヒ
又
茶
法
ヲ
瑞
流
宗
佐
ニ
学
フ

又
画
ヲ
善
ス
好
テ
陶
器
ヲ
製
ス
花
様
ヲ
画
キ
讃
詞
ヲ
加
フ
底
面
乾
山
ノ
両
字
ア
リ
又
日
本

雍
州
乾
山
陶
器
省
造
ル
之
文
字
ヲ
記
ス
世
ニ
乾
山
焼
ト
称
ス
〉〔
56
ウ
〕

　
　

�

始
興
〈
渡
邉
氏
名
ハ
ー
通
名
ハ
求
馬
初
メ
画
ヲ
狩
野
家
ニ
学
ヒ
後
光
琳
ヲ
師
ト
ス
自
ラ

尚
信
ノ
画
風
ヲ
好
ム
京
師
ノ
人
一
ツ
ニ
禁
闕
ノ
士
一
ツ
ニ
近
衛
殿
ノ
臣
ト
子
孫
近
頃
迠
ア

リ
〉〔
82
ウ
〕

　

光
琳
か
ら
見
て
い
く
と
、
伝
記
に
関
し
て
「
緒
方
宗
謙
ノ
季
子
」
で
「
通
称
雁
金
屋
藤
重

郎
」
と
い
い
、「
享
保
元
年
四
月
六
日
ニ
没
ス
五
十
二
歳
」
と
し
て
い
る
点
や
、
画
歴
に
関
し

て
「
画
ヲ
狩
野
常
信
ニ
学
ヒ
土
佐
家
ヲ
慕
フ
テ
新
意
ヲ
出
ス
」
と
指
摘
し
て
宗
達
と
の
関
係
に

触
れ
な
い
点
な
ど
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
記
載
や
現
在
の
認
識
と
異
な
る
。
漆
芸
や
茶
事
な

ど
に
触
れ
る
点
は
先
に
指
摘
し
た
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、
よ
り
近
い

の
は
先
述
し
た
『
茶
人
花
押
藪
』
や
山
白
自
身
が
編
集
し
て
文
化
二
年
ま
で
に
版
行
し
た
『
続

茶
人
花
押
藪
』
で
あ
る
。
既
に
全
文
を
掲
げ
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
比
較
の
た
め
に
再
掲
す

る
と
、「
法
橋
光
琳
（
幕
形
花
押
）」
を
載
せ
る
『
茶
人
花
押
藪
』
は
、
光
琳
に
つ
い
て
「
号ス二

青
々
堂
又
長
江
軒
寂
明ト一

天
性
好
レ

畫ヲ
學フ二

法ヲ
於
養
朴
齋
常
信ニ一

又
慕フ二

土
佐
家
及ヒ
宗
達カ
筆
意ヲ一

頗ル

出ル二

新
意ヲ一

以
二

一
點ヲ一

模ス二

花
葉
鳥
蟲ノ
形ヲ一

莫シレ

不ト
云
コ
ト二

新
竒ナ
ラ一

如キ
ハ二

漆
器ノ一

模
金
之
花
様
亦
超タ
リ二

吁
時

流ニ一

遂ニ
起ス二

一
家ノ
之
画
流ヲ
一

通ス二

茶
事ニ一

巧ミ
ニ
造ル二

假
山ヲ一

可
レ

謂
二

風
流ノ
人
物ト一

矣
」
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、「
尾
形
光
琳
（
花
押
）」
と
「
方
祝
（
花
押
）」
を
載
せ
る
『
続
茶
人
花
押
藪
』
は
、「
宗

謙
男
称ス二

藤
重
郞ト一

有リ二

道
崇
澗
声
号
享
保
元
年
四
月
六
日
卒ス一

五
十
二
歳
」
と
し
て
い
る
。『
本

朝
古
今
書
画
便
覧
』
と
の
類
似
性
は
明
ら
か
で
、
画
法
を
狩
野
常
信
（
養
朴
）
に
学
び
土
佐
家

を
慕
っ
て
新
意
を
出
し
た
と
す
る
点
や
漆
芸
や
茶
事
な
ど
に
つ
い
て
の
言
及
は
『
茶
人
花
押

藪
』
に
見
ら
れ
、
通
称
が
「
藤
重
郞
」
で
あ
る
と
す
る
点
や
没
年
、
享
年
は
『
続
茶
人
花
押

藪
』
の
記
載
と
一
致
す
る
。
光
琳
が
父
・
宗
謙
の
「
季
子
」、
す
な
わ
ち
末
子
で
あ
る
と
い
う

の
も
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
で
は
誤
っ
て
乾
山
を
光
琳
の
兄
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
茶
人
花
押
藪
』
や
『
続
茶
人
花
押
藪
』
と
異
な
る
点
も
あ
る
。

そ
の
内
「
江
戸
ニ
住
ス
」
と
い
う
の
は
、
京
都
に
生
ま
れ
て
京
都
で
没
し
た
光
琳
が
一
時
江
戸

で
活
動
し
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
茶
人
花
押
藪
』
に
も

シ
コ
ウ（
モ
ト
ヲ
キ
）

（
269
）
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「
慕
土
佐
家
及
宗
達
筆
意
」
と
土
佐
家
と
と
も
に
宗
達
の
筆
意
を
慕
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
達
と
の
関
係
に
全
く
触
れ
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
の
記
載
内
容
が
『
茶
人
花
押
藪
』
や
『
続
茶
人
花
押
藪
』
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
乾
山
の
項
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
尾
形
眞
省
」
の
名
の
下
に

（
袋
形
花
押
）」
を
載
せ
る
『
茶
人
花
押
藪
』
は
、
乾
山
に
つ
い
て
「
光
琳
弟
也
住ニ二

京
師ニ一

後

退
二

鳴
滝
村ニ一

巧
二

陶
器
一

畫テ二

花
様ヲ一

加
二

讃
詞ヲ一

底
面ニ
有
二

乾
山ノ
之
兩
字
一

又
記ス二

日
本
雍
州
乾
山
陶

隠
省
造ル
ノ之
文
字ヲ一

世ニ
称ス二

乾
山
焼ト一

」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、「
紫
翠
老
人
（
花
押
）」
を
載
せ

る
『
続
茶
人
花
押
藪
』
は
、「
宗
謙
男
光
琳ノ
兄
作ルレ

弟ニ
者ハ
誤ナ
リ也
称ス二

新
三
郞ト一

有
二

居
其
尚
古
紫
翠

玉
堂
霊
海
等ノ
數
號
一

寛
保
三
年
六
月
二
日
没ス
歳
八
十
三
嘗テ
従テ二

于
廣
澤
長
好ニ一

學フ二

和
歌ヲ一

又
有
二

名

譽
一

茶
法ヲ
學ス二

于
瑞
流
宗
佐
」
と
し
て
い
る
。
乾
山
を
光
琳
の
弟
と
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
『
茶

人
花
押
藪
』
に
対
し
て
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
は
光
琳
の
兄
と
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も

既
に
指
摘
し
た
と
お
り
だ
が
、『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
で
は
山
白
自
身
が
編
集
し
た
後
者
の

見
解
を
採
用
し
、
宗
謙
の
「
仲
子
」（
次
男
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
書
の
間
に
刊

行
さ
れ
た
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
も
「
尾
形
氏
名
ハ
真
省
、
光
琳
ノ
弟
也
、
洛
西
鳴
瀧
村

ニ
隱
ル
、
画
ヲ
ヨ
ク
シ
、
又
陶
器
ヲ
作
ル
、
自
ラ
陶
隱
ト
号
ス
、
世
ニ
乾
山
燒
ト
称
シ
テ
清
玩

ト
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
逐
一
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
記
さ

れ
て
い
る
内
容
が
こ
こ
に
挙
げ
た
三
書
の
範
囲
を
ほ
と
ん
ど
超
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
わ
ず
か
に
三
書
に
見
え
な
い
の
は
、「
双
岡
」
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
点
と
「
晩
年
江

戸
ニ
住
シ
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
内
前
者
は
、『
茶
人
花
押
藪
』
な
ど
に
鳴
滝
村
に
住
ん

で
い
た
と
い
う
の
を
近
隣
の
地
で
あ
る
双
岡
に
替
え
た
も
の
だ
が
、
変
更
し
た
理
由
は
明
ら
か

で
な
い
。
ま
た
、
乾
山
は
確
か
に
江
戸
に
移
住
し
て
そ
の
地
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
当
時
江
戸

で
知
ら
れ
て
い
た
何
ら
か
の
情
報
に
基
づ
い
て
の
こ
と
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
宗
達
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
能
登
の
生
ま
れ
で
加
賀
に
住
ん
だ
後
に
京
都
に
移
っ

て
「
宗
達
流
」
を
形
成
し
た
法
橋
宗
達
（
野
村
氏
、
号
・
伊
年
）
と
京
都
に
生
ま
れ
堺
に
移
住

し
た
俵
屋
宗
達
（
喜
多
川
氏
）
を
区
別
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う

な
見
解
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』
や
現
在
の
認
識
と
一
致
し
な
い
。
先
行
す
る
文
献
で
幾
分
近
い

の
は
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
で
、
宗
達
の
項
に
「
名
ハ
伊
年
法
橋
位
京
師
ノ
人
画
法
一
家
ヲ

ナ
シ
、
花
卉
禽
虫
ヲ
作
。
世
ニ
宗
達
流
ト
称
ス
、
又
万
年
宗
達
ト
称
ス
ル
モ
ノ
、
伊
年
ノ
族
ナ

リ
。
其
子
孫
加
州
ニ
仕
事
、
世
々
宗
達
ヲ
通
称
ト
ス
。
各
其
号
ヲ
異
ニ
ス
。
万
年
ノ
後
李
少
年

又
郭
大
年
ト
称
ス
ル
モ
ノ
並
ニ
画
ヲ
ヨ
ク
ス
。
然
ト
モ
伊
年
万
年
ニ
不
及
コ
ト
遠
シ
。」
と
記

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
比
べ
て
も
、
宗
達
を
称
す
る
絵
師
が
複
数
存
在
し
、
法
橋
に
叙

任
さ
れ
た
京
都
の
宗
達
が
「
宗
達
流
」
を
称
し
て
お
り
、
加
賀
に
住
む
も
の
が
い
た
と
い
う
箇

所
く
ら
い
が
類
似
す
る
に
と
ど
ま
る
。

　

始
興
に
関
し
て
も
、「
渡
邉
氏
求
馬
ト
称
ス
。
画
ヲ
狩
野
家
ニ
学
テ
。
後
一
家
ヲ
ナ
ス
。
尤

光
琳
ノ
風
ヲ
慕
フ
。
京
師
ノ
人
」
と
記
す
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
と
比
較
し
て
、「
渡
邉
氏
」

で
「
求
馬
」
を
称
し
た
京
都
の
人
で
、
狩
野
派
を
学
ん
だ
と
い
う
点
で
一
致
し
、
光
琳
の
画
風

を
採
用
し
て
い
る
と
す
る
点
も
近
似
す
る
。
し
か
し
、
狩
野
尚
信
の
画
風
を
好
み
、「
禁
闕
ノ

士
」（
天
皇
の
臣
下
）
ま
た
は
近
衛
家
の
家
臣
で
近
頃
ま
で
子
孫
が
い
た
と
い
う
点
は
『
新
撰

和
漢
書
画
一
覧
』
に
な
い
。
ま
た
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
、
始
興
は
渡
邊
求
馬
と
い
い
光

琳
の
画
風
を
慕
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
近
衛
家
に
仕
え
る
家
臣
で
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
近
衛
家
と
の
関
係
に
触
れ
る
点
で
類
似
し
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
近
衛

家
と
の
関
係
に
限
定
す
る
略
印
譜
を
参
照
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
の
光
琳
、
乾
山
、
宗
達
、
始
興
の
記
載
内
容

と
、『
茶
人
花
押
藪
』
や
『
続
茶
人
花
押
藪
』、『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
と
の
間
に
は
一
定
の

類
似
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
尾
形

流
略
印
譜
』
を
参
照
し
て
い
る
形
跡
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

先
行
書
に
記
さ
れ
て
い
な
い
内
容
を
何
に
基
づ
い
て
記
載
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
小
　
　
結

　

本
稿
に
お
い
て
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
『
尾
形
流
略
印
譜
』
諸
本
に
つ
い
て
も
検
討
を
加

え
、
文
化
十
二
年
版
以
降
に
示
さ
れ
た
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
に
つ
い
て
考
察
を
始
め
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
章
の
途
中
で
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。

　
『
尾
形
流
略
印
譜
』
刊
行
後
に
著
さ
れ
た
諸
書
に
本
書
が
与
え
た
影
響
や
成
立
の
背
景
等
に

つ
い
て
も
検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
次
稿
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
註

 （
250
）	「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
上
）」「
同
（
中
）」「
同
（
下
―
一
）」「
同
（
下
―
二
）」

「
同
（
下
―
三
）」「
同
（
下
―
四
）」「
同
（
下
―
五
）」「
同
（
下
―
六
）」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第

50
・
52
・
54
・
58
・
61
・
63
・
64
・
66
輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・
家
政
・
技
術
科
学
編
）
二
〇
〇
一
～
一
七

年
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
章
や
註
、
表
、
図
の
番
号
は
前
稿
を
引
き
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
前
稿
に
掲
げ

た
［
表
20
］
は
本
稿
の
内
容
と
も
関
わ
る
が
再
掲
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 （
251
）	

玉
蟲
敏
子
『
生
き
続
け
る
光
琳
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。

 （
252
）	

註
（
250
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
一
）。

 （
253
）	

註
（
250
）
前
掲
の
拙
稿
（
下
―
五
）
に
お
い
て
、
芦
舟
の
名
を
正
し
く
表
記
す
る
の
は
明
治
版
に
始
ま
る
と
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し
た
。
現
存
す
る
書
に
限
っ
て
の
指
摘
だ
っ
た
が
、
そ
の
限
定
を
外
し
た
場
合
は
其
一
増
補
本
が
最
初
に
芦

舟
の
名
を
正
し
く
表
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

 （
254
）	『
光
琳
百
図
』
後
編
の
跋
に
、「
緒
方
先
生
の
繪
か
け
る
所
月
々
に
日
に
日
に
目
に
さ
へ
き
る
も
の
は
筆
に

ま
か
せ
書
集
け
る
か
や
ゝ
一
百
圖
に
余
り
ぬ
今
年
文
政
丙
戌
の
六
月
光
琳
忌
の
一
助
に
備
へ
又
是
を
百
圖
後

編
と
名
つ
け
二
冊
に
綴
て
同
好
の
人
に
あ
た
へ
む
と
梓
に
行
こ
と
に
は
な
り
ぬ　

抱
一
暉
眞
誌
」
と
あ
る
。

 （
255
）	

玉
蟲
氏
、
註
（
251
）
前
掲
書
。

 （
256
）	

友
禅
（『
古
画
備
考
』
二
十
四
）、
破
笠
（『
古
画
備
考
』
十
二
下
）、
伊
豊
の
項
に
「
光
琳
印
譜
」
か
ら
の

引
用
で
あ
る
と
い
う
注
記
は
な
い
が
、
記
載
内
容
が
明
治
版
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
表
に
加
え
た
。

 （
257
）	『
古
画
備
考
』
の
順
定
の
項
目
に
は
「
備
考
第
二
十
四
名
画
十
二
ノ
處
ニ
出
ス
可
合
考
」
と
注
記
さ
れ
て
お

り
、
該
当
箇
所
を
参
照
す
る
と
『
本
朝
画
纂
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

 （
258
）	

相
見
香
雨
「
光
琳
乾
山
が
事
ど
も
―
抱
一
に
依
て
伝
へ
ら
れ
た
る
―
」『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
七
、
一
九

二
八
年
〔『
日
本
書
誌
学
大
系
45
（
１
）　

相
見
香
雨
集
一
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
五
年
）
所
収
〕。

 （
259
）	

玉
蟲
敏
子
「『
古
画
備
考
』
巻
三
五
「
光
悦
流
」
の
問
題
」『
原
本
『
古
画
備
考
』
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』、
思

文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
。

 （
260
）	

朝
岡
興
禎
は
『
古
画
備
考
』
の
何

の
項
目
で
抱
一
（
別
号
・
屠
龍
）
の
談
話
を
「
屠
陵
君
話
」
と
し
て

記
し
て
い
る
。

 （
261
）	『
光
琳
漫
画
』
に
つ
い
て
は
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
文
化
十
四
年
版
に
よ
る
。

 （
262
）	

註
（
250
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
四
）
註
（
200
）
。

 （
263
）	

註
（
250
）
前
掲
、
拙
稿
（
中
）。

 （
264
）	

拙
稿
「『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
小
考
―
江
戸
時
代
中
期
鑑
画
知
識
の
一
様
相
―
」『
京
都
美
学
美
術
史
学
』

第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
。

 （
265
）	『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
画
家
部
の
内
容
は
、
文
政
四
年
版
で
天
明
六
年
版
よ
り
三
十
名
増
補
し
、
天
保
六

年
版
で
は
さ
ら
に
二
名
追
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
天
明
六
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
絵
師
の
名
号
や
略
伝

は
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

 （
266
）	

註
（
250
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
四
）。

 （
267
）	

東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
所
蔵
の
文
化
十
五
年
版
に
よ
る
と
、『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
は
江
戸
・

須
原
茂
兵
衛
、
浪
花
・
森
本
太
助
、
京
師
・
中
川
藤
四
郎
、
中
川
新
七
、
林
伊
兵
衛
、
藤
井
孫
兵
衛
、
小
川

源
兵
衛
、
森
太
兵
衛
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
、
同
書
つ
い
て
は
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所
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本
に
よ
る
。
ま
た
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
古
今
新
増
書
畫
便
覧
』
は
同
書
の
増
補
再
版
本
で
あ
る
。
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註
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―
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 （
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）	

註
（
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前
掲
、
拙
稿
（
下
―
四
）。
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二
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一
七
年
九
月
二
十
五
日
受
理
）

［表21］古画備考引用本と明治版『尾形流略印譜』

朝岡興禎編『古画備考』三十五「光悦流」（嘉永 4年（1851）起筆）
引用「光琳印譜」

中野其明編『尾形流略印譜』（全26丁）、
明治25年（1892）刊：備考

３オ 【本阿彌光悦】本阿弥光悦は慶長年間の人以書海内に鳴る画又一風
を為す宗達光琳の祖とするところなり尤古土佐の風によりて細筆
の哥仙なと世に残决あり草画金銀にて繪き淡彩も稀に有り／「光
悦」（黒方）〈光琳印譜〉

１オ 「寛永七年鷹峯隠士歳七十三「光
悦」（黒方）、「光悦」（黒長方）」
（19オ）『古画備考』になし

５オ 【俵屋宗達】宗達喜多川氏住吉如慶門人也一家ノ風ヲ起シテ花卉ニ
妙ヲ得タリ法橋ニ叙ス後加州侯ニ仕テ子孫今ニ有ト云寛永年間ノ
人ナリ〈光琳印譜〉

１ウ

７オ

７ウ

宗達／喜多川氏俵屋宗達は住吉法眼如慶の門人なり一家の風を起
して花卉に妙を得たり法橋に叙す後加州侯に仕て子孫今に有とい
ふ寛永年間の人なり／宗達法橋「對青軒」（朱円）、「伊年」（朱円）
「伊年」（朱円）、「對青」（朱円）、「□□」（朱円）〈已上光琳印譜〉

１ウ

２ウ
２オ

10オ 【北川宗説】宗悦　叙法橋喜多川氏／喜多川法橋相説「伊年」（白
方）、「宗説」（朱円）〈光琳印譜〉

４オ

10ウ 【野々村通正】信武　野々村通正といふ又俵屋と号す／通正信武七
十七歳筆「野」（朱方）、「通正信武」（白方）〈光琳印譜〉

４オ

11ウ 【順定号宗仙】順定／「順定」（朱方重郭）、順定「宗仙」（白方）、
「伊年」（朱円）〈光琳印譜宗達ノ次ニ出〉

３オ

（付箋） 宗仙　叙法橋／「宗仙」（朱文円印）〈順定ノコト歟／光琳印譜別ニ
出〉

４ウ

12ウ 【宗雪】宗雪／宗雪「宗雪」（朱方）、「伊年」（朱円）〈光琳印譜〉 ３ウ
13オ 【野々村是真】是眞「埜二村是真印」（朱方）〈光琳印譜〉 ４ウ
（13ウ）【雛屋立圃】『古画備考』十二下〔雛屋立甫　宗達弟子俳諧は貞徳宗

因に學ふ／雛屋立圃「□□之印」（白方）、「松翁」（朱方）、立甫「日
□」（朱瓢）〈光琳印譜〉〕

４ウ 「雛屋立甫宗達門弟／立圃書
「甫」（朱方郭内円）」（21オ）『古
画備考』になし

（13ウ）【友禅】『古画備考』二十四〔「画□」（朱小長方）、扶桑扇工友禅圖
「友禅」（白小方）「□物象形」（朱方）、「友禅」（朱団扇）〕

16オ
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（13ウ）【破笠笠翁】『古画備考』十二下〔卯観子笠翁行年八十有五画賛「（印
文不詳）」（朱方）〕

16ウ

13ウ 【伊豊】伊豊は宗達門人か雪竹の圖又墨觀音を見る画多く不見故画
跡も不詳／伊豊「伊豊」（白方）

15ウ

18ウ

19オ

19ウ

20オ

20ウ

21オ

【尾形光琳】光琳〈光琳印譜〉／尾形宗謙か子時を隔て宗達の風を慕
山本素軒の弟子となり後法橋に叙すと淺井不舊の印譜に見へたり
又尾形を緒方と改む花卉を画き人物に至てはいよゝゝ古土佐の風
韻を学ふ當流の逸筆世に知るところなり／享保元年〈丙申〉六月二
日卒歳六十二京都小川頭妙顕寺中本行院に葬す／長江軒寂明青々
光琳居士と有り／「惟富」（朱方）、「堆翠」（朱円）、「尾形」（白方）、
「惟富之印」（白方）
法橋光琳「伊亮」（朱円）、「方祝」（白方）、青々斎光琳「寂明」（白
方）、「光琳」（白長方）、「光琳」（白小方）、「道崇」（朱円）、法橋光
琳「方祝」（朱方）、「法橋光琳」（白長方）、「方祝」（朱方）
「方祝」（朱円）、法橋光琳「青々」（朱円）、「澗聲」（白方）、「道崇」
（白方）、法橋光琳「道崇」（白方）、法橋光琳「道崇」（朱方）、「澗
声」（白方）、「澗声」（朱方）
「（印文不明）」（方）、「光琳」（白方）、「光琳」（朱円）、「光琳」（朱
円）〈坦書入長一寸五分　梅画横絹／文字ハコレト同ク一寸六分ノ
印アリ琳ノ下ヒロシ輪太シ切タル所ナシ〉、「寂明」（白方）、「光琳」
（朱方）、「光琳」（朱方）、法橋光琳「澗声」（白方））、法橋光琳（花
押）、法橋光琳（花押）
「澗声」（朱円）、「緒方」（朱方）、「尾形」（朱瓢）、法橋光琳「緒方
氏」（白方）、元禄七年戌ノ十月晦日　尾形光琳（花押）「日受」（黒
円）
法橋光琳「光琳」（朱方）、法橋光琳「澗声」（朱方）、「成乙」（朱
円）、青々斎光琳「寂明」（朱方）、青々光琳「方祝」（朱方）

５オ

５ウ

６オ
６ウ

７オ

７ウ

８オ
８ウ

９オ

「「□琳」（朱小方）」（ ６ウ）『古
画備考』になし

〈坦書入長一寸五分　梅画横絹
／文字ハコレト同ク一寸六分ノ
印アリ琳ノ下ヒロシ輪太シ切タ
ル所ナシ〉（『古画備考』20オ）
明治版になし

「法橋光琳（花押）、應友人求
畫之法橋光琳」（17ウ）、「蝉川
末派法橋光琳」（18オ）、「尾形
光琳宗謙子也／青々光琳「（印
文不詳）」（朱小方）、法橋青々
（朱字花押）」（20オ）、「「光琳」
（朱）、「青々」（白長方）、「澗聲
□□□」（朱円）、「青々」（白長
方）、「青々」（白長方）」（20ウ）
『古画備考』になし

22オ 【方淑〈光琳男寿一郎〉】光琳子壽市郎「方□〔淑〕」（朱方）〈光琳
印譜〉

明治版（12ウ）「光琳子壽市郎方淑／光
琳孫以十画「光是之印」（朱方）」、（21
オ）「光琳子壽市郎方淑／「方淑」（朱
円）」

22オ 【光是〈光琳孫〉以十】光琳孫以十画「光是之印」（朱方）〈光琳印
譜〉

明治版（12ウ）「光琳孫以十画「光是之
印」（朱方）」

23オ 【乾山】光琳の弟なり陶工は世に知る處又紫翠深省と号す詩哥画讃
なと多く有寛保三年卒歳八十一〈光琳印譜〉

10オ 「尾形乾山光琳弟也／紫翠深省
毫、乾山深省筆「緒方乾山」（朱
方）、乾山「乾山」（白方）」（21
オ）『古画備考』になし

27ウ 深省「習靜堂」（白長方）、「深省」（朱円）、八十一老漢深省画、「逃
禅」（朱長方）、「深省」（白方）、「霊海」（朱方）、「長尚」（朱方）、
（袋型花押）〈光琳印譜〉

10オ
10ウ

29オ

29ウ

【何 】何 　立林立徳加州侯の医官なり後忘名して江戸に来白井
宗謙と言ふ乾山直弟にて實に光琳三世の画也宝暦年間の人／何
「方祝」（朱円）、「□□之□」（白方）、何 「太青之印」（白方）、「（印
文不明）」（方）、何 「文定之印」（朱円）〈坦書入／墨画太キ竹下
ニ葉一叢アリ〉
鶴岡逸民何 、鶴岡野史何 、逸民「方祝」（朱円）、喜雨斎〈光琳
印譜〉

11オ

11ウ

「何 「文定之印」（朱円）〈坦
書入／墨画太キ竹下ニ葉一叢ア
リ〉」明治版になし。
「鶴岡逸子何 」（11ウ）『古画備
考』になし

30ウ

31オ

【渡邊始興】始興　渡邊求馬近衛豫樂院家煕公の家士也光琳門人に
て尤其風を得たり末葉は加茂社家に有と言ふ〈光琳印譜〉
渡邊始興「始興之印」（白方）、渡邊始興「始興之印」（白方）、渡邊
始興筆「始興之印」（白方）〈光琳印譜〉

12ウ

13オ

「渡邊始興光琳門人／渡邊始興
「渡邊」（朱小方）「始興之印」（白
方）、渡邊始興「始興之印」（白
方）」（21オ）『古画備考』になし

31ウ 【始房〈始興男乎門人乎出于光琳印譜〉】始房画「（不詳）」（白円）
「始房之印」（白方）〈光琳印譜〉

15ウ 「始興男乎門人乎」明治版になし

32オ 【一樹】一樹　何人か知らす光琳宗達の遺風有り元禄以前のものな
るへし／「（印文不詳）」（白壺）、「弌樹」（朱方）〈光琳印譜〉

14ウ

33オ 【永田友治〈号青々子〉】「方祝」（朱円）〈光印〉、青々子永田友治
「友治」（黒方）〈光印〉、「友治」（白方）〈光印〉、青々子「方祝」（朱
円）〈光印〉

15オ
15ウ

33ウ 【藤原古致】藤原古致「古致」（朱方）〈光印〉 16ウ
34オ 【長洲】大坂人安永天明比人／「長洲」（朱円）〈光印〉 明治版は「浪華の人光琳の遺風を學ふ

安永天明のころの人なり」（14オ）
34オ 【芦舟】按應挙弟子芦雪嗣也上人誤テ印譜ニ入ト云／「蘆舟」（朱円）

〈光琳印譜〉
明治版は「光琳遺風何人かしらす」（14
ウ）

34ウ

35オ

【俵屋宗理】宗理初め住吉廣守の門人後光琳の風を画く明和安永の
比の人なり〈光琳印譜〉
「元知」（朱円）、「宗理」（朱方）、「命根」（朱円）〈光琳印譜〉

13ウ 「百琳斎宗理筆「□□□□是」 
（白方）」（21オ）『古画備考』に
なし
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図31　�中野其明編『尾形流略印譜』�
（ １オ～18ウ）

図32　�朝岡興禎編『古画備考』�
三十五・光悦流（ ３オ）�
東京藝術大学附属図書館


